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本書 が第一 に注 目 され る点 は,従 来 かな り莫 とて い た アー ツ ・ア ン ド ・クラ フ ツ運 動
の概 念 に対 して,そ の概 要 を包括 的 に論述 し,初 め て単 行 本 と して提 示 した こ とで ある。
こ れ まで主 にN.ペ ヴ スナ ー の 「モ ダ ン ・デザ イ ンの 展 開」 に よ っ て知 られて きた この
運 動 の概 念 は,機 械 時 代 の 黎 明期 の 混 乱 に対 して,生 活 諸 条件 の形 成 にお け る態度 の反 省
を提 起 しつつ も,手 工 作 とい う時代錯 誤 的 な手段 ・方 法 に よっ て対応 した・ 「失敗 した近
代運 動」 と考 え られ て きた 。 この点 は,S.ギ ー デ ィオ ンの 「時 間 ・空 間 ・建 築」 で も同
様 で あ り,例 えば こ の運 動 の 影響 が ア メ リカ に も及 んだ と しな が ら も,そ こで は しか し,
手工 作 の強 調 には わ ず ら わ され な か った と,よ り冷 淡 で す らあ る。 比較 的 近 来 の 出版 で あ
るR.バ ンハ ム の 「第 一機 械 時代 の理 論 と デザ イ ン」(1960年,ニュー ヨー ク)で は,も は
や この運 動 は近 代 運 動 の構 成要 素 で す らな くな り,む しろ,例 えば未 来派 の 興 隆 な どの場
合,ラ ス キ ンや 手工 作 思 想 か ら どれ程 飛躍 的 に超 脱 し得 るか が評 価 的 に論 じられ て い る程
で あ る。後 二 者 に く らべ る とペ ヴ スナ ー には,は る か に深 い こ の運 動 へ の理 解 と共 感 が窺
わ れ,そ の後 の著 述 「美術 ・建 築 ・デ ザ イ ンの研 究 」 で もそ れ は顕 著 で あ る。
けれ ど も,こ れ ら三 者 は共 感 の度 は 異 な る に して も,い わ ゆ る勝 者 と じての モ ダ ン ・デ
ザ イ ンの 角度 か らζ の運 動 を取 り上 げて い る点 で明 瞭 に一 致 して い る。 した が って,何 故
機 械 文 明 の興 隆期 に あ えて 手 工作 を もっ て向 か わね ば な らな か っ た か,と い った共 感 に基
づ く問 い の発 し方 に欠 けて い た 。 したが って,あ らか じめ 評価 を前 提 され た この運 動 の細
部 に まで 至 る生 きた プ ロセ ス の記 述 は ほ とん ど省略 され,運 動 内部 の 左右,前 後 の 関係 も
社 会 に対 す る関係 も,あ ま り に大 ざ っぱ に扱 われ て きた 。
本 書 は,こ うした共 感 に基 づ く究 明 の態 度 を貫 ぬ くこ と によ っ て,こ の よ うな先 達 た ち
が残 した 問題 点 を解 明 しょ う と して い る点 で評 価 し得 る。 また共 感 的 研 究 とい って も,よ
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くあ りが ちな 対 象へ の 過 度 の の め り込 み は な く,特 に通 史 との 関係 に終 始 ク ー ルな 関 心 を
向 けて い るの は,当 然 の こ とだ が好 も しい。
著 者 ネ イ ラー は,オ ク スフ ォー ドに学 ん だ後 に,デ ザ イ ン雑 誌の編 集 に携 わ り,日 本 で
は その 好著 「バ ウハ ウ ス」(Bauhaus,LondQn,1968,利光 功訳,昭 和50年,パ ル コ出版)
に よ って知 られ て い る。 最近 は,Studiorvcなどへ の寄 稿もみ られ,ま た,オ クス フ ォー ド
辞 典 等 に も執 筆 し,こ の 運動 に関 す る一 人者 と 目 され る女 流 デ ザ イ ン史 家 で あ る。 現 在 は
キ ングス トン工科 大学 で芸術 ・デザ イ ン史 を講 じて お り,2年 前筆 者 の滞 英 中は ブ ライ ト
ン工科 大 に在 籍 して お り,論 述 か らみ て も女 流 で あ る と同 時 にア カデ ミッ クな論弁 的 気 質
を備 えた珍 ら し い研 究 者 の よ うだ。
すで に触 れた 本 書 の全 体 的特 徴 は,そ の序 文 にお い て色 濃 く現 わ れて い る。
モ リス研 究 者 レイ ・ワ トキ ンソ ンの 指摘 と同 様,著 者 は この 運動 を個 の集 合 体 と把 え る。
な る程 最終 的 に は展 示 協 会 と しての 組 織 や ル ー ズな が ら趣 意 書 や綱 領 を もっ た運 動 体 で あ
っ た が,そ の 内 容 を構 成 す る各項 は,強 く個 人 の,社 会 に対 す る倫 理 的意 識 に動 機 づ け ら
れ て いた こと を重 視 す る。 この結 果,デ ザ イ ナ ー達 の 思考 は,単 に デザ イ ンの最終 製 品 の
美 や質 に限定 さ れず,生 産 シ ステ ム や社 会思 想 と有機 的 に連 ら なっ た個 と社 会 の哲 学 に広
が る。 この こ と は,著 書 が引 用 して い るア シュ ビー の 言葉,「 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ
運 動 は,仕 事 や 生 活 の 諸標 準 を問題 にす る」に端 的 に現 われ て い る。彼 ら に とっ て デ ザ イ ン
とは各 自の生 き様 や 各 自の社 会 意識 と分 ち難 く融 合 した使 命 的 課題 で あ った 。
ネ イラー は こ の 「非遵 守 的 な粗野 なば か りの個 人 主 義」 が,そ れ ぞ れの 哲 学 に基 づ きつ
つ,個 々 に慣 習 的手法 を批 判 して各 自の 方法 を閾拓 し.各 々の 標準 に従 って 多様 な活 動 を
展 開 した とす る。 そ してこ こ か ら生 じた共 通 の方 法 と して の手 工作 の意 義 に理 解 と評価 を
与 えつつ も,こ の個 人 主義 に,19世紀 的 基 調 ・非 現 実 性 の限 界 を認 め る。 し か し,著 者 は
彼 らの19世紀 的 理 想 的 人 間主 義 の 中 に 「デ ザ イ ンを社 会的 文 脈 にお い て探 究 す る」 課題 は
次 々 と受 つ が れ,方 法 は 異 に しつ つ も グロ ピ ウス に よ って解 決 され た とす る。 た だ,よ り
広 い近 代 運動 の流 れの 中 で は,彼 らの理 想 は,過 度 の,あ るい は誤 まっ た現 実 主義 の 前 に'
しば しば設解 され て き た。 さ らに,彼 らに と つて決 定 的 に重要 な設 問 で あ っ た 「わ れ わ れ
は機械 技 術 を完 全 に コ ン トロ ー ル出 来 るかJを,著 者 は,す で に機械 を一 応 征 服 した か に
み えな が ら もな お環 境 汚 染等 の よ り根 本問 題 に病 む現 代 に対 して も有 効 で あ る と考 え る。
こ うした著 者 の 通史 観 ぽ,近 代 デザ イ ン史 の ひ とつ の 見解,正 統 だが これ ま で見 忘 れ られ
て いた そ れ と して意 義 深 い。 また,彼 らの 問題 意 識 は 今 日 も なお有 効 で あ り,否,今 日で
こそ新 た な意 義 を もっ と示 唆 して い る点 で興 味 深 い 。
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第1章 「諸源 泉」 で は,こ の運 動 の 起源 に触 れ て コ ブデ ンー サ ンダー ソ ンの唱 え る1888
年 説 よ りも ク レイ ンの説 く1860年代 以 降 説 を とろ うと して い る㌔ しか し前史 は さ ら に さか
のぼ り,か つ複 雑 だ と して,18世紀 の 産 業革 命 の進 展 と社 会 の価 値 観 の 変動,カ ー ライ ル
の文 明批 評,ピ ュー ジ ン,産 業 人 や政 治 家 の上 か らの改 良運 動,コ ー ル とサ ウ スケ ン ジ ン
/
トン派 の改 革 な ど か ら構 成 してい る。 いず れ も簡 明 で首 肯 し得 る 。 モ リス に ピ ュ ー ジ ンの
影 響 を認 め るな ど興味 深 い指 摘 が み られ る他,と くに コー ル派 に対 し,ラ ス キ ン派 との差
異 を,倫 理 的 ・基礎 的反 省 と い うよ りも楽観 的 な実 用主 義 に終 始 した と し,一 面 で 評価 し
つ つ も従 来 の 諸説 に見 られ な かっ た強 い批判 的論述 を提 起 して お り,注 目 され る。
第2章,第3章 は それ ぞ れ,ラ ス キ ン,モ リス を扱 い,「 新 しい道 」 の 「預言 者 」,「実
践 へ の理 論 」 と して位 置 づ け て い る。 ラ スキ ンは エ マ ー ソ ンらア メ リカの 思 想家 た ち との
興 味深 い比 較 か ら始 め られ,自 然 に対 す る共通 の 敬意 に立 ち なが ら,産 業 や機 械 を評 価 し
た新 世 界 の理 想主 義 者 た ち と異 な り,そ れ ら を人 間 の基 礎 的 価値 を破 壊 す る元凶 とす るに
至 った 英国 の状 況 と ラス キ ンの思 想 を解 き明 か す。 そ して ラ スキ ンが 「芸術 は社 会,と く
に そ こで の人 間 の労働 と切 離 し得 ない」 との信 念 か ら,批 評 の対 象 を,絵 画 か ら建 築 ・デ
ザ イ ンさ らには社 会 へ と必 然 的 に拡 張 して いっ た展 開 が要 領 よ く ま とめ られ て い る。 モ リ
ス につ い ては,そ の 多彩 な な経 歴 や 活 動 を,ラ スキ ン思 想 の 実践 的主 体 化 の 過程 と と ら え,
と くに1870年代 後半 以 降 の社 会 的 関 与 に お いて その結 実 を見 る点 で筆 者 は評 価 した い。 し
か し,こ れ ら両章 と も対象 が あ ま りに も大 者 で あ り,限 られた 紙 数 の 中 にい さ さか無理 に
押 し込 め られた 感 は まぬ か れ な い。
第4章,「 ギ ル ドとギ ル ド人」 で は,1880年代 に続 々結 成 され た 団体 の うち,「 セ ンチ
ユ リー ・ギ ル ド」 「芸術 労 働 者 ギ ル ド」 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ展 示 協 会」 の概 要 を
叙 述 し,そ れ ぞれ に重 要 な 役割 を果 した デザ イナー た ち,マ クマ ー ド,デ イ,ク レイ ン を
論 じ,ま た これ らの動 向 に絡 らむ 日本 美術 や ア ー ル ・ヌー ヴ ォー に も触 れ てい る。 マ クマ
ー ドを70年代 と90年代 を橋 掛 た デザ イナ ー とす る等 ,各 個 性 と役 割 がよ く描 き分 け られ,
また 団体相 互 の 関連 も,う ま く解 明 され て い る。 また 冒頭 に,モ リスの死(1896年)の頃
の デ ザ イ ン状 況,特 に アー ツ ・ア ン ド ・クラ フツ運 動 の隆 盛 と先 導性,そ の圧 倒 的 な,ア
メ リカ に迄 及 んだ影 響 を ま とめ て記 述 し,そ れ自体 興 味深 い が,構 成上 や ・無理 が感 じら
れ る。 さ らに,「 芸 術 労働 者 ギ ル ド」 を中心 と した この運 動 の教 育 面 へ の大 きな影 響 力 に
つ い て触 れ,コ ー ル らが再 興 した 「デザ イ ン学 校」 の 「絶 対原 理 」 の 前提 と その機 械 主 義
的 抽 象的 教授 とい った技術 主 義的 教 育 方針 を抜本 的 に改 革 し,ク レイ ンや レサ ビー が,具
体 的 な もの,形 態 ・道 具 ・手 法 ・素 材 と関連 した教 授 に よっ て,個 的 感情 の 喚 起 と自 己表
現 の促 進 をは か る,工 芸 的 教 育方 針 を打建 て た とす る。 き わめ て興 味深 く,未 だ 解 明 され
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て はい な い が,後 の ドイ ツへの この 面 で の さ ら な る影 響 関係 が予測 され よ う。
第5章,「 ギ ル ドと産 業」 では,デ ザ イ ン と産 業 との 関係 が改 め て問 われ る。 ア ダ ムや
ウ ェ ジウ ッ ドら18世紀 に達 成 されて い た両 者 の協 調 関 係 は,19世紀 に入 って産 業革 命 が破
壊 的 影響 を増 す につ れ,そ して ラス キ ン らが産 業と敵 対 す る につ れ,大 勢 と して 両者 は乖
離 して い った 。 しか し,1870年代 以降 は 「芸術 は国 際 市場 に お け る目玉Jと な り,モ リス
をは じめ この運 動 の 多 くの担 い手 た ちが,セ ミクラ フ ト産 業 と活発 に連 合 した と して,陶
磁 器,家 具,ガ ラス 器 と繊 維,銀 器 と金 工 の 各領 域 につ い て述 べ る。 同 時 にそ れ らに携 わ
り活躍 した デザ イナ ーた ち,マ ー チ ン兄弟,ド ・モー ガ ン,ド レ ッサ ー,ジ ム ソ ン,バ ー
ンス リ ィ兄 弟,パ ウェ ル社,ジ ェフ リ ィ商 会,ベ ンソ ン,デ ィクソ ン,ガ ス キ ン らに触 れ
て い る。 また,章 宋 に 「国立 芸術 一産 業協 同促 進 協 会 」 につ いて述 べ,こ の運 動 と の関 連
や近 代運 動 へ の道 へ連 ら な ると考 え られ たセ デ ィ ングの 思想 を挙 げ て い るが創 見 と思 わ れ
る。 しか し,1900年か ら第 ～次 大 載 に 至 る英 国 の 不況 な どが,両 者 の密 月 を打 ち くだ くだ
いた とす る。
第6章 は,「 ア シュ ビー と機械 の 技術 」 と題 し,も っ と も野 心的 で原 理 的 な 実践 を果 し
た ア シュ ビー と 「手工 作 ギ ル ドお よび学 校 」 につ き,ア シュ ビー の未 公 開 手稿 を素材 と し
て物 語 り,ひ と きわ生 彩 を放 っ てい る。 ロ ン ドンの貧 民 街 での 社会 奉 仕 活 動 か ら始 ま っ た
この グル ー プは,ア シ ュ ビーの 能 才 もあ っ て19世紀 末 には 名声 を博 す る が,さ らな る理 想
の全 面的 実 現 を追 い,グ ロセ ス ター 県 の寒 村 チ ッ ピ ングキ ャ ムデ ンで共 同 村 を建 設 す る た
め,1902年150人か らな る工 人 と そあ家 族 が 自転 車で 大 移動 す る。 そ こ での 共 同 制作 や共
同 生 活,ユ ニ ー クで 巾広 い教 室 活 動(オ クス フ ォー ド大 学 教 員の教 養 講 話 か ら農 耕 ・料 理 ・
様 々 な生 活 技術 ・体 操 ・水泳 な ど に至 る)が 興 味深 く描 かれ て い る。 しか し不況 の た め に
1907年解 体 を余儀 な くされ る。 ア シュ ビー は,「 既 成 の 技術 は不 要 で あ り,否 積 極 的 に有
害 で ある」 と述 べ た程,徹 底 的 な アー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フツ思 想 に よ っ て お り,1911年
頃 か ら機 械 肯 定 に改宗 す る。 この 改宗 の 前後 ア シュ ビーは ライ トと対話 と親 交 を も ち,両
者 の 相互 影 響,と くに前 者 の改 宗 に関 係 があ る可能性 が示 唆 され て い る。
第7章 厂効 率 的様 式 に向 け て」 は,20世紀 の 最初 の20年間 の英 国 デ ザ イ ンの 動 向 を扱 い,
不況 と英 国 人 の もの造 りの 頑 固 な態 度 とが 災 い して低 迷 す る様 子 を,前 半 は レサ ビー の思
想 と活動,後 半 は ドイ ツ に おけ る展 開 を中心 に論 じて い る。 レサ ビー は,モ リ ス以 後 の最
大 の 指 導者 で あ り,ム テ ジ ウス が最 高 の芸 術 学 校 と折 紙 をつ け たセ ン トラ ル ・ス ク ー ル を
創 設 ・指 導 した デ ザ イ ン教育 家 で あ っ た 。絵 画 を,そ れ 自体 を目的 と して で は な く,ク ラ
フ ツマ ン シップ の 訓練 手 段 と して採 用 した とか,工 房 的 教育 の 徹底 や実 践 の み の教 員組 織
とか,当 時 と して は画 期 的 な体 制 が採 られ た。 い くつ かの 部門 の う ち と くに製 本 印刷 工 房
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は ジ ョンス トン をは じめ この運 動 のエ ッセ ンスが結 集 した 。 レサ ビーは,時 に 「誤 解 され
易 い,単 純 な 人間 主 義」 を基 礎 と し,し ば しば そ こか ら機 能 主義 理 念 へ の類 似 や,工 学的
デ ザ イ ン教 育へ の展 望 が生 まれ た が,ド イ ツや コ ル ビュ ジ ェ にお け る飛 躍 を欠 い て そ こ ま
で に と どま った と され る。1931年に レサ ビーが 死 に,そ の 墓碑 に 「愛 と労働 こそ,す べ て」
を記 され た こ とは,こ の運 動 の 精神 を象 徴 して い る。
第8章 「強 化 か,消 滅 か」 は,ズ カ ンジナ ヴ ィアの状 況 を紹介 し,社 会 の状 況 に よ って
は,英国 の理 想 が現 実 的 にも成 功 を得 る との観 点 か ら,現 代 に お いて も.否今 こそ,この理 想.
的 人 間 主義 を,再 検 討 す べ きで は ない か と示 唆 してい る。
巻 末 には,文 献,出 典 と注,索 引 が完 備 され,よ く選 択 され た101点の イ ラ ス トレー シ
ョ ンは,終 始 一 貫 した論述 とあ い ま って,こ の 書物 を きわめ て優 秀 な研 究的 概 説 書 と して
お り,ま た 矛盾 して い る よ うだ が,巾 広 い層 に対 す る読 み 物 と して.も面 自 い の では なか ろ
うか 。
全体 的 にみ て以 上 の 印象 を も って い る が,ド レッサ ー の関 わ り,ヴ ォイ ジー 像 な どが手
薄 で あ り,惜 しま れ る。滞 英 時,レ イ ・ワ トキ ンソ ン氏 に何 故,包 括 的 なア ー ツ ・ア ン ド
・ク ラフ ツ運動 の よい単 行 本 が少 ない か質 問 した とこ ろ 「と て も一冊 の本 にお さま り切 る
とは考 え られ ない 内容 を もつ運 動 で あ る」 との 答 えで あっ た。 従 って上 記 の 点 も,多 分 そ
の ため で あ ろ う。
とは 言 え,最 近 は こ うした動 向 に関 心 が向 け られ て い るせ い か,関 連 書 も相 当 出 て きて
い るの で,最 後 にそ れ ら に触 れ て お きた い。
LionelLambourne,UtopianCraftsmen;TheArtsandCraftsmovementfrom
theCotswoldstoChicago,(Lond・n,1980)は,発行 年 が10年あ とで あ り,テ ーマ
ご との構 成 や イ ラ ス トレー シ ョ ンの選 択 な どに配 慮 が あ り,ネ イ ラー書 の恰 好 の補促 とい
え るだ ろ う。 ヴ ィク トリア ・ア ン ド ・ア ルバ ニ ト博物 館 の ス タ ッフ で あ る著 者 が,ネ イラ
ー 書刊 行 の 後 と りま とめ た同展 覧会 の仕 事 が下 敷 にな っ て お り,こ の点 で もそ う言 え そ う
で あ る。
PeterDavey,Architectureoftheartsandcraftsmovement,(London,New
York,1980)は,表題 の示 す 通 り,こ の運 動 の建 築 活動 に スポ ッ トをあて た 書物 だ が,
運 動 自体 が広義 で は理 想 的 環 境 形 成 を中軸 と して いた た め運 動 全体 と重 層 した 論述 が期待
され る。 白黒 の み だ が,237点 にの ぼ る挿 図 も興 味 深 い 。
この他 は,以 下 に列 記 す る に と どめ る。後2者 は展 覧 会 カ タロ グで あ る。
JamesD.Kornwolf,M.H.BaillieScottandtheArtsandcraftsmovement,
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(BaltimoreandLondon,1972)
RobertJudsonClark,ed.,TheArtsandCraftsMovementinAmerica1876-19
16,(Princeton,1972)
TheFineArtsSocietyLtd.,TheArts&Craftsmovement,ArtistsCrafts
men&D∋signers1890-1930,(London,1973)
・ 京 都 工 芸 繊 維 大 学 羽 生 正 氣
'
追 記.校 正 の 時 点 で,興 味 深 い 書 物 を 入 手 し た の で 追 加 した い 。
AntheaCallen,WomenArtistsoftheArtsandCraftsMovement
1870-1914,NewYork.
'
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